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事務事業の概要

１ 概況

（1）学校の沿革

昭和53. 1.23 静岡県議会臨時会において、昭和54年度に高等学校３校を新設することが議決

される。

3.20 設置場所を浜北市新原4175番地の１に決定する。

12.15 静岡県議会11月定例会において、校名が静岡県立浜北西高等学校と議決される。

12.22 昭和54年度入学定員を225人と決定する。

54. 2. 7 設立準備事務所を県立浜名高等学校内に開設する。

3.22 第一期校舎建築工事竣工

4. 6 開校入学式を浜北市民体育館にて挙行、第一回生251人が入学する。

55．3.25 第二期校舎建築工事竣工

4. 1 入学定員が360人となる。

9. 2 体育館建築工事竣工

56. 3.26 第三期校舎建築工事竣工

5.30 プール建設工事竣工

11. 4 夜間照明施設建設工事竣工

57. 3. 1 第一回卒業証書授与式を挙行、250人が卒業する。

4. 1 入学定員が315人となる。

58. 4. 1 入学定員が360人となる。

62. 3.25 西校舎増築工事竣工

4. 1 入学定員が405人となる。

63.11. 5 創立10周年記念式典挙行

平成元. 4. 1 入学定員が450人となる。

2. 4. 1 入学定員が405人となる。

4. 4. 1 国際文化クラスを設置する。

5. 4. 1 入学定員が430人となる。

7.18 国際文化クラス第一回海外研修（オーストラリア）を実施する。

6. 4. 1 入学定員が378人となる。

7. 4. 1 入学定員が369人となる。

8. 4. 1 入学定員が360人となる。

9. 4. 1 入学定員が400人となる。

10. 4. 1 入学定員が360人となる。

11.11 創立20周年記念式典挙行

13. 4. 1 入学定員が320人となる。

14.12.25 第二期、第三期建築校舎の耐震補強工事竣工

17. 4. 1 入学定員が280人となる。

12.16 体育館耐震補強工事竣工

18. 4. 1 国際文化クラスの募集を停止する。

19. 4. 2 文部科学省から「高等学校におけるキャリア教育の在り方に関する調査研究」

推進校に指定される。

12.10 第一期建築校舎の耐震補強工事竣工

20. 9. 1 普通教室24教室への空調設備設置工事竣工

11.15 創立30周年記念式典挙行

21.11.30 第２学年がグアムへの修学旅行を実施する。

22. 3.31 文部科学省の「高等学校におけるキャリア教育の在り方に関する調査研究」推

進校の指定を終了する。

4. 1 入学定員が320人となる。

23. 4. 1 入学定員が280人となる。

1



キャリア教育サポートセンター事業開設

23. 9.26 第２学年が沖縄への修学旅行を実施する。

24. 4. 1 入学定員が320人となる。

30. 8.19 タイ シリントン学校に研修生10人を派遣する。

11.15 創立40年記念式典挙行

令和 3. 4. 1 入学定員が280人となる。

6. 2 静岡県教育委員会より「グローカル・ハイスクール」に決定される。（令和３～

５年度）

令和 6. 4.16 文部科学省より「ＤＸハイスクール（高等学校ＤＸ加速化推進事業）」に採択さ

れる。

5.28 静岡県教育委員会より「グローバルハイスクール」に指定される。（令和６～７

年度）

7.19 静岡県教育委員会より「行きたい学校づくり」推進事業における探究学習推進

の拠点校（浜松北部地区）に指定される。（令和６～８年度）

令和 7. 4. 1 入学定員が240人となる。

4.19 文部科学省より「ＤＸハイスクール（高等学校ＤＸ加速化推進事業）」に採択さ

れる。
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２ 目指す学校像

(1) スクール・ポリシー

(2) スクール・ポリシー具現化の柱

ア 知識・技能のほか、学ぶ意欲や自ら課題を見つけ解決できる確かで幅広い学力を育成する。

イ 日常を大切にし、「時を守り、場を清め、礼を正す。（時間、清掃・規律・ルール、挨拶・聴く態度・規

則正しい生活）」等、凡事徹底を図り自己管理能力を高める。

ウ 深い自己理解のもと、ＳＤＧｓの理念を組み入れながら、探究的なキャリア教育を推進し、進路実現を

可能にする力を育成する。

エ 国際理解教育を推進し、留学生の受け入れや海外との交流を通して、グローバルな視野と多様性を受け

入れる豊かな人間性・多様性を受け入れる心を育成する。

オ 保護者や地域、大学や企業等との連携・協働活動を通して、学校の活性化を図り、部活動、生徒会活動、

委員会活動、地域貢献活動、防災・安全教育等を充実させる。また、広報活動の充実にも努める。

カ 業務改善を推進し、年間計画の適正化、部活動の計画的実施、情報の一元化、業務の効率化を図る。

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー

① 校訓「自己を拓く」のもと、

自らの手で無限の可能性と

豊かな未来を切り拓く生徒

を育成します。

② さわやかでたくましく、目標

に向かって努力できる生徒

を育成します。

③ 心身ともに健康で、高い志や

豊かな心を持ち、自他ともに

大切にできる生徒を育成し

ます。

④ グローバルな視野を持ち、将

来、地域社会で活躍できる能

力と態度を備えた生徒を育

成します。

① 普通教科をバランスよく履修

することにより、基礎・基本

の定着を図るとともに、生徒

の進路及び適性に応じた科目

の選択ができるよう教育課程

を編成します。

② 多様な進路希望に対応できる

よう、文系・理系コース、ま

た特進コースを設置します。

③ 日常を大切にし、「時を守り、

場を清め、礼を正す。（時間、

清掃・規律・ルール、挨拶・

聴く態度・規則正しい生活）」

等、凡事徹底を図り自己管理

能力の育成を図ります。

④ 国際理解教育、ＤＸ教育、地

域連携・協働活動などを取り

入れた総合的な探究の時間

（キャリア教育）を通して、

５つのキタニシ力（見つける

力、考える力、つながる力、

伝える力、よりよくなろうと

する力）の育成を図る教育課

程を編成します。

⑤ 保護者や地域、大学や企業等

との連携・協働活動を通して、

学校の活性化を図り、部活動、

生徒会活動、地域貢献活動、

防災・安全教育等を充実させ

る教育課程を編成します。

① 積極的に地域に関わり、地

域社会の未来を担うこと

のできる生徒。

② 思いやりの心を持ち、人の

ために行動できる生徒。

③ 明確な目標を持ち、その達

成に向けて努力を続けよ

うとする生徒。
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３ 監査対象期間の年度別学校経営の取組等

（1）令和６年度の取組目標への評価及び成果と課題（重点目標はゴシック体で記載）

取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題

ア

確かな学

力の育成

・「授業に意欲的に取

り組んでいる」と答

える生徒85%以上

・「授業に満足してい

る」と答える生徒

80%以上

・「毎日家庭学習に取

り組んでいる」と

答える生徒70％以上

・「授業に意欲的に取り組んで

いる」89.2％、「授業に満足

している」82.4％、「毎日家

庭学習を行っている」

43.0％であった。

・家庭学習は昨年より4.6％

低下した。学習時間が少な

く、継続的な学びの習慣が身

についていない。

Ｂ

・授業に関する成果目標は達

成した。令和７年度以降

も、より良い授業を目指

し、研修を企画・実施する。

・課題は、学びの習慣の定着

である。週末課題や小テス

トなど、学習をしなければ

ならない状況を作り出す

ような仕掛けや工夫が必

要である。

・「進路実現のための

努力をしている」と

答える生徒80%以上

・新しい大学入試に対

応した指導の実施

（授業・検定・進路

課外等）

・進路課外等の計画的

実施

・「進路実現のための努力をし

ている」と答えた生徒は

78.1％

・様々な場面で教科指導や面

接・小論文指導等の支援を

行った。

・各学年で生徒の実態にあっ

た課外を実施した。

Ａ

・学校推薦型選抜を受験する

生徒が多いため、面接・小

論文指導を全教員で手厚

く行っているが、一般選抜

に向けた教科の学力を向

上させる必要がある。

・総合型選抜で不合格となる

生徒が多いため、令和７年

度は総合型選抜対策にも

力を入れていく。

・月末読書量統計をと

り、読書の推進を図

る。

・年間７冊（11月末６

冊）以上の生徒80％

以上

・1・2年生を対象に読書週間

を設け、図書館に足を運ぶ

よう働きかけた。

・書籍購入に図書委員の生徒

が関わるようにした。

・6冊以上読書をした生徒は

72％（11月末）

Ｂ

・読書週間中は図書館に足を

運ぶ生徒が増えた。

・書籍購入に生徒が関わるこ

とで図書が充実した。

・令和７年度は読書調査の方

法を見直し、正確な読書量

の把握に努める。

・（観点別評価）学校

として、教科として

の統一を図る。

・教科主任者会を通して毎学

期統一理解を図ることがで

きた。

Ａ
・観点別評価については、問

題なく実施できた。

教員の授

業力向上

・チャレンジ授業一人

年間１回以上、授業

見学（他教科も含

め）２回以上

・Findアクティブラー

ナー視聴回数増加、

研修の実施

・チャレンジ授業の実施は全

員１回以上できたが、見学

2回以上は達成できなかっ

た。

・予備校等の教科指導力向上

セミナーに４名参加。

・ＩＣＴを授業で活用する教

員が増えた。授業はもちろ

ん、授業以外でも生徒端末

の利用が増加した。

Ｂ

・ＩＣＴや対話的・思考的な

授業に挑戦する教員が多

くみられた一方で、授業見

学は徹底できず、方法を工

夫する必要がある。

・令和７年度は生徒端末が全

学年揃うので、研修テーマ

を ICT 活用とする予定で

ある。
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イ

「時を守

り、場を清

め、礼を正

す」指導と

規範意識

の醸成

・各学年初期・中期

指導6時間以上

・学年集会の開催年

間 8 回以上、集会

時の遅刻0%

・時間を管理し、４

点固定の中の家庭

学習の開始時間を

守ることができた

と答える生徒 80%

以上

・各学年におけるタイミング

を見ての集会や全校集会の

実施など効果的な指導がで

きた。

・家庭学習の開始時間を守る

ことができたと答えた生徒

は全体で56.6％であった。

Ｂ

・年度当初の初期指導はしっ

かりとできたが、徐々に朝

の登校時間が遅くなり、時

間に余裕を持った行動が

できているとは言えない。

タイムマネジメントを意

識させる指導を行ってい

きたい。

・全生徒の半数以上が手帳を

活用し、家庭学習の開始時

間を守ることができたが、

約半数は守れていない。時

間管理の大切さを認識さ

せる働きかけが必要であ

る。

・整備委員会の活動

年間５回以上

・清掃用具点検転換

３回以上

・年間５回以上実施した。大

掃除、エアコンフィルタの

掃除、文化祭のゴミ出し管

理等の業務を委員が主体的

に行った。

・掃除用具の点検を年間３回

以上実施できた。

Ａ

・整備委員の生徒を中心に、

校内美化のための業務分担

や説明・指示がスムーズに

行えた。令和７年度は、Ｉ

ＣＴを活用した機能的・効

率的な取組に挑戦したい。

・今後もこまめに用具点検を

行うほか、清掃ロッカーの

掲示物を分かりやすくし、

環境を整えたい。また、職

員・来賓用トイレが新しく

なるため、新たな掃除用具

の購入や、掃除方法を検討

する。

・「自らすすんで挨拶

ができる」「交通ル

ール・マナーを守

る」と答える生徒

90%以上

・「自らすすんで挨拶ができ

る」93.8％、「交通ルール・

マナーを守っている」

98.6％であった。

・交通事故件数 18 件（11月

末）学校周辺危険箇所の調査

を、浜松市「いっちゃお！」

を活用し実施。

Ｂ

・令和５年度同様、アンケー

トの結果は良いが、社会的

な目線で考えればまだま

だ改善余地がある。

・交通ルール・マナーは、命

にかかわるため、継続的に

指導を行っていく。
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ウ

体系的な

キャリア

教育の実

施

・「進路指導を含めた

キャリア教育（総

合的な探究の時

間）が充実してい

る」と答える生徒

90%以上

・「進路指導を含めたキャリア

教育が充実している」と答

えた生徒84.2％。

・模試分析は各学年２回以上、

進路だよりは３学年合計

30号以上発行した。

Ｂ

・探究課の計画的な指導もあ

り充実と回答する割合が高

かったが、進路行事が少な

く、令和７年度は系統的な

計画を立てる必要がある。

また、探究活動やボランテ

ィア、資格取得などが総合

型選抜につながるような指

導も必要である。

・模試が基礎学力の定着につ

ながるよう、教務課と連携

したい。

・探究と進路をつなげるため

に、入試の情報収集や総合

型選抜試験に向けての指

導方法など、進路課との連

携が必須である。

・令和６年度から探究をゼミ

形式にした。各グループの

進捗状況の把握がしやす

くなり、生徒支援が充実し

た。ゼミ形式のメリット

（指導教員の専門性）を生

かしていきたい。

・卒業前アンケート

で「決定した進路

先に満足してい

る」と答える生徒

90%以上

・進路内定生徒に対して 12

月に実施したアンケート

で、「決定した進路先に満足

している」と答えた生徒は

85％であった。

Ａ

・就職は、ほとんどの生徒が

１回目で合格。進学も総合

型選抜、学校推薦型選抜で

合格し、第１希望の進路を

実現できた生徒が多い。

エ

国際理解

教育の推

進

・相互のプレゼンテー

ションを３回以上

実施する。

・浜北国際交流協会と

の連携

・タイやフィリピンの留学生

らが全クラスの授業に入

り、授業で相互プレゼンを

行った。

・浜北国際交流協会の協力で

タイ国との交流や国際理解

教育を進められた。

Ａ

・留学生のホストファミリー

探しが困難である。

・本校生徒が留学生に英語で

話しかける光景がよく見

られ。国際交流意識が醸成

された。

・オンラインでの交流

３回以上実施

・タイ国シリントン学校の生

徒11名・教員2名が来校し、

対面交流を実施。

・「アジアの架け橋」によるフ

ィリピンの留学生１名が4

カ月間滞在した。

・シリントン学校（１回）・国

立鳳山高級商工職業学校

（２回）の計３回のオンラ

イン交流を行った。

Ａ

・令和７年度も、留学生を積

極的に受け入れるととも

に、オンライン交流を継続

する。

・本校の基本プログラムを構

築し、担当者が変わっても

長く継続できるよう体制

を整備したい。

・令和7年8月に、本校生徒

約10名がタイへ訪問する

予定である。
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オ

大学や企

業・地域・

保護者等

との連携

や協働活

動、貢献活

動、広報活

動（探究の

時間を含

む）

・県大会出場 10 部活

以上

・１部活１地域交流活

動（地域貢献活動・

協働・連携等）の実

施

・校内への普及体制

（窓口）の確立

・予選を突破しての県大会出

場は 11 部活で達成した。

（12/10現在）

・1部活 1地域交流活動は中

学生との交流も含めると

17部活で実施した。

Ａ

・26 部活があるが、多くの

部活動が活発で充実した

活動を行った。

・中学生や外部団体と交流

し、地域に目を向けた実施

ができた。今後は実施報告

も含めて広報活動に繋げ

たい。

・各委員会の開催年５

回以上

・生徒による具体的活

動の実施

・各委員会でそれぞれ活動を

実施できた。

・文化祭や体育大会は、一般

公開し、外部へ活動を発表

することができた。球技大

会など生徒主体の行事も成

功させることができた。

Ａ

・各委員会で積極的に活動す

ることができた。

・学校行事はコロナ前に戻せ

るように、また新たな形も

取り入れながら実施する

ことができた。

・生徒が主体で活動する場面

を意識的に組み込み、活発

化させていきたい。

・連携した防災教育の

機会２回以上、地域

防災リーダー育成

と防災訓練の見直

し

・保護者・地域の方の

来校が増加

・避難経路の確認やHUG体験

により、防災意識を高める

ことができた。

・行事への保護者の参加が増

加した。文化祭の炊き出し

は、ＰＴＡ役員が中心とな

って生徒や来場者に還元す

ることができた。

・「ＰＴＡ活動が活発に行われ

ている」と答える保護者が

85％以上あった。

Ａ

・雨天時の避難訓練の内容を

事前に考えておく必要が

ある。

・起こり得る被災を想定し

て、より実践的な訓練にな

るよう工夫していきたい。

・体育大会では保護者の来校

が増えてにぎやかになっ

たが、観覧場所が少なく狭

く、課題となった。

・連携したキャリア教

育の機会３回以上

・１年生は、県西部地域局危

機管理課職員によるＨＵＧ

（避難所運営ゲーム）体験

を３月に実施する。

・１年生は地元の企業見学、

２年生は大学見学を実施。

Ａ

・実際に働いている場面や大

学の模擬授業などを通し、

具体的に進路を考えるき

っかけとなった。

・連携又は協働した安

全教育の機会１回

以上

・薬物乱用防止講座（全校）、

思春期講座（１年）、熱中症

予防講座（運動部）を企画

し、外部講師を招いて安全

教育を実施した。

・総探の時間にがん経験者の

方を招き、「がん教育」を一

部生徒に実施した。

Ａ

・どの講座も、事後アンケー

トから多くのことを学ぶ

良い機会となったことが

確認できた。今後も実態に

あった講座を企画してい

きたい。

・探究検討委員会を毎

月開催

・３年生の進路を意識

した探究活動の構

築

・３年間の流れを検

討・修正していく。

・毎月探究検討委員会を実施

できなかったが、学年担当

との活動状況の把握や共有

など含め、小規模の会議を

実施できた。

Ｂ

・事前に会議日を設定しない

と、毎月実施は困難であ

る。令和７年度に生かす。

・進路を意識した活動、３年

間の流れを、分掌を超えて

検討していく。
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・ＨＰ更新週３回以

上、学校便り（あら

たまだより）等の作

成やＳＮＳの利用

で広報活動を充実

させる。

・中学生向け学校紹介

動画をリニューア

ルする。

・ＨＰ更新は、週３回以上実

施できた。ＨＰを11月にリ

ニューアルした。学校公式

Instagramを5月に開設し、

フォロワー数が1,000を超

えた。

・「あらたまだより」を年２回

発行した。

・学校紹介動画を生徒会が作

成し、好評を博した。

Ａ

・11 月の新ＨＰ移行後、更

新数が減少したので、各部

活で北西ブログをアップ

できるよう、引き続き個別

研修を行う。

・「あらたまだより」のペー

パーレス化についても令

和７年度は検討したい。

カ
業務改善

の推進

・各学年・分掌、運営

委員会等で意見の

集約を図る。

・各学年・分掌、教科等に年

間計画を配布し、見直しを

お願いした。

・業務改善に関する教職員ア

ンケートを実施し、令和７

年度に向けた改善案を作

成・提案している。

Ａ

・各部署から提出された年間

計画を集約し、バランスを

とりながら令和７年度年

間計画を作成できた。

・現状に甘んじることなく、

全職員で協力し、知恵を出

し合い改善していきたい。

・部活動計画表の作成

（年間及び月間）、

提出

・各部活動、年間 80

日以上の休養日の

設定を心掛ける。

・各部活動が適切な休養日を

設け、計画的な活動を実施

できた。

・一方、作成した練習計画が

生徒から保護者に届いてい

ない状況もあった。

Ｂ

・計画的で活発な活動が実施

できている。

・練習計画を早期に作成・提

示することを継続すると

ともに、保護者が閲覧でき

る環境を全部活動で整え

ていく必要がある。

・学校メールやGoogle

カレンダーを積極

的に活用し、校務の

ＤＸを推進する。

・Google チャットや Google

カレンダー、Google スプレ

ッドシートの活用を全職員

で行い、情報共有・時短に役

立てた。

・絆ネットによる欠席連絡の

方法を見直し、業務軽減で

きた。

・新採点システム（百問繚乱）

の県立高校一斉導入によ

り、採点業務が大幅に削減

した。

Ａ

・令和６年度は県教委の意向

により、Google系のツール

と新採点システムの導入・

活用が一気に進んだ。教職

員により活用状況にはまだ

差があるため、令和７年度

は校内研修テーマを「ＩＣ

Ｔ活用」とし、校務だけで

なく授業においてもＤＸを

推進していきたい。

・計画的な業務計画の

推進

・学校経営予算運用の

効率化

・業務分担の明確化

・各主任を中心に、計画的な

業務遂行ができている。

・令和６年度は年度途中に予

算が決定する特別事業（ＤＸ

ハイスクール、行きたい学校

づくり、グローバルハイスク

ール）があり、調整に労力を

要したが、有効に活用でき

た。

・当初予算は計画的に執行す

ることができた。

Ａ

・特別事業による予算がある

ことで、教育活動が充実し

ており、大変有難い。

・令和７年度も特別事業は継

続するため、計画的かつ有

効に活用したい。
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（2）令和７年度の取組目標・達成方法・成果目標（重点目標はゴシック体で記載）

取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署

ア

確かな学力の育

成

・きめ細やかな学習指導やアク

ティブラーニング型の授業を

展開する。

・ＩＣＴ活用授業を実施する。

・「反転学習」などの考えを取り

入れ、復習にこだわらず予習

にも取り組ませる。

・「授業に意欲的に取り組んでいる」と答

える生徒85%以上

・「授業に満足している」と答える生徒80%

以上

・「授業以外で自主的に学習に取り組んで

いる」と答える生徒70％以上

（塾や放課後の補習等も含む）

・授業でＩＣＴを活用した職員の割合

80％以上

教務課

進路課

図書・情報課

各教科

・個に応じた指導を推進する。

・「進路実現のための努力をしている」と

答える生徒80％以上

・新しい大学入試に対応した指導の実施

（授業・検定・進路課外等）

・進路課外授業等の計画的実施

・スタディサプリを活用した特進クラス

の個別最適学習指導の検証

・読書活動を推進する。

・月末読書量統計調査の実施

・１、２年生を対象とした読書強化週間

の実施

・年間７冊（11月末６冊）以上の生徒80％

以上

図書・情報課

・観点別評価を適正に実施する。

・教科主任会議年間３回の実施

・他教科の評価方法等の情報共有による

適正な観点別評価実施に向けた改善推

進

教務課

教員の授業力向

上

・授業改善を推進する。

・研修・授業研究の充実を図る。

・生徒一人一台ＰＣ活用の推進

を図る。

・チャレンジ授業一人年間１回以上、他

教科も含む授業見学２回以上の実施

・ロイロノート等を使った「効果的なＩ

ＣＴ活用による授業改善」研修の実施

教務課

研修班管

理職

図書・情報課

イ

「時を守り、場を

清め、礼を正す」

指導と規範意識

の醸成

・初期指導を徹底し、時間を守

る意識、タイムマネジメント力

を身に付ける。

・提出物の期限を徹底する。

・手帳やマナビジョン等を活用

する。

・各学年初期・中期指導６時間以上

・「8:25朝読書開始ができている」と答え

る生徒80％

・学年集会の開催年間８回以上、集会時

の遅刻０%

・時間を管理し、４点固定の中の家庭学

習の開始時間を守ることができたと答

える生徒80%以上

各学年

教務課

生徒課

進路課
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・清掃を徹底する。

・「清掃時に自分の役割を果たし、校内美

化に努めた」と答える生徒80％以上

・「家庭ごみの持ち帰り、ごみの分別等の

ルールを守ることができた」 と答える

生徒80％以上

保健課

・挨拶を励行する。

・生活指導を充実させ、交通ル

ール遵守の徹底を図る。

・「自ら進んで挨拶ができる」「交通ルー

ル・マナーを守る」と答える生徒 90%

以上

・交通事故件数20件未満

・学校周辺および通学路の危険個所の調

査・確認・周知

生徒課

全職員

ウ
体系的なキャリ

ア教育の実施

・総合的な探究の時間の充実を

図る。
・「進路指導を含めたキャリア教育（総合

的な探究の時間）が充実している」と

答える生徒90%以上

教務課

各学年

進路課探

究班

・モチベーションアップのため

の進路行事の充実を図る。

・一人一人の生徒が希望する進

路を実現する。

・卒業前アンケートで「決定した進路先

に満足している」と答える生徒90%以上

３年部

進路課

エ
国際理解教育の

推進

・留学生との交流を活性化する。
・ランチ交流会を３回以上実施

・浜北国際交流協会との連携
教務課研

修班

英語科・タイ王国シリントン学校との

交流を推進する。
・第２回タイ研修を実施

オ

大学や企業・地

域・保護者等との

連携や協働活動、

貢献活動、広報活

動

（探究の時間を

含む）

・部活動の活性化を図る。

・生徒が他者・外部と関わり合

うことを大切にするための情

報を提供する。

・県大会出場10部活以上

・１部活１地域交流活動（地域貢献活動・

協働・連携等）の周知と実施

・校内への普及体制（窓口）の確立

生徒課

各部活顧問

・生徒会や委員会活動の充実を

図る。
・各委員会の開催年５回以上

生徒課

各委員会担当

・防災教育・安全教育・キャリ

ア教育の充実を図る。

・開かれた学校づくりを推進す

る。

・地域等と連携した防災教育の機会２回

以上

・地域防災リーダー育成と防災訓練の見

直し

・家庭や地域との連携による、保護者等

の学校行事への理解や参画

総務課

・連携したキャリア教育の機会３回以上 進路課

・連携又は協働した安全教育の機会１回

以上

・ＳＣ（スクールカウンセラー）による

相談を年20回以上

保健課
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・「探究的な」キャリア教育の充

実を図る。

・３年生の進路を意識した探究活動の構

築

・「行きたい学校づくり」事業を通じた探

究活動の３年間の流れの検証・見直し

・学校運営協議会委員や地域の方の参画

による探究活動やＣＳ（コミュニテ

ィ・スクール）の充実

進路課

探究班

各学年

・発信力を高める工夫をする。

・職員対象ＨＰ作成研修の実施

・行事担当や部活動顧問によるＨＰ更

新を週２回以上（長期休業中は除く）

・Instagramのフォロワー数2,500人超

（令和７年３月末現在 1,470人）

図書・情報課

全職員総

務課

管理職

カ 業務改善の推進

・年間計画における行事等の配

置を見直す。

・各学年・分掌、運営委員会等で意見の

集約を図り、改善案を提示
教務課

・部活動に係る活動方針に基づ

き、部活動ファイルを有効に活

用し、計画的に部活動を実施す

る。

・部活動計画表の作成（年間及び月間）、

提出

・各部活動、年間80日以上の休養日の設

定を努力義務化

生徒課

各部活顧問

・業務ＤＸを推進する。

・Google Workspace 機能の利用促進

・アンケートの完全ペーパーレス化（Ｑ

Ｒコードの廃止）80％以上

・配布物のペーパーレス化に取り組んだ

職員の割合80％以上

図書・情報課

全職員

管理職

・効率的な業務運用を図り、働

き方改革を推進する。

・業務分担の明確化・平準化（業務負担

の偏りをできるだけなくす）

・業務マニュアル（要項、引継書）の作

成・改善ができたと答える職員80％以

上

・校務フォルダの整理の徹底

全職員

管理職
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４ 監査対象期間における特色ある取組

年度 取組概要 成果及び課題

令

和

６

年

度

「確かな学力」の育成

と教員の授業力の向上

・「アクティブラーニング」とＩＣＴ活用を取り入れたチャレンジ

授業として各教員年１回の研究授業と２回の授業見学を行った。

キャリア教育の推進 ・１年生は７月に企業見学を実施。また、「地域を知る」をテーマ

に、地域の企業の活動と大学・専門学校の学びとのつながりを考

える機会を作り、自分の適性や社会の仕組みを理解した上で、将

来の進路について考えた。

・２年生は７月に大学見学を実施。また、夏休みにオープンキャン

パスへ参加することを推奨することにより、進路についての学習

を行った。

・全校生徒、保護者の希望者に、「夢ナビONLINEライブ」へ参加す

ることを推奨することで、最先端の大学教育や学問への関心を高

めるための有効な時間とした。

・キャリアサポートセンターを活用し、就職指導や面接指導を実施

した。

・常葉大学との効果的な連携についての研究を継続して行い、大学

や地域との活動の中で生徒の探究的な学習の在り方について研修

を行った。10月に「総合的な探究の時間」において２年生が常葉

大学に行き、大学生に対して発表及び意見交換を行った。

国際理解の推進 ・６月には、タイ王国シリントン学校から留学生11名、教員２名を

受け入れた。

・９月～12月の約３カ月間、AFS（フィリピン）の留学生を受け入

れた。

・1年生を対象にした夏休みの「国際交流レポート」の最優秀賞・

優秀賞・佳作を選出し、浜北国際交流協会会長より表彰をしてい

ただいた。

・台湾のFongshan Vocational High School（鳳山商工）とオンラ

イン交流会を実施した。

規範意識、マナーの向

上と基本的な生活習慣

の確立

・１年生に対する初期指導を校内で実施し、構成的グループエンカ

ウンター等を行った。

・学年の生徒指導課を中心に全教員で頭髪服装指導を行うとともに、

生徒指導課と学年主任で毎日遅刻指導を行った。

・「ネット依存対策プログラム」を外部法人の指導の下、年間を通

して実施した。

部活動やボランティア

活動を通した人格の形

成

・１部活動１ボランティア(１交流)を目標に、多くの部活動で積極

的にボランティアや外部との交流活動を行った。

教育相談体制の充実 ・教員による面談やスクールカウンセラーによる教育相談を実施し

た。

13



令

和

７

年

度

「確かな学力」の育成

と教員の授業力の向上
・チャレンジ授業として、各教員年１回の研究授業と２回以上の授

業見学を実施した。

・今年度の職員研修テーマを「効果的なＩＣＴ活用による授業改善」

とし、ロイロノートの授業への活用を進めた。

キャリア教育の推進 ・１年生は７月に企業見学を実施。また、「地域を知る」をテーマ

に、地域の企業の活動と大学・専門学校の学びとのつながりを考

える機会を作り、自分の適性や社会の仕組みを理解した上で、将

来の進路について考える。

・２年生は７月に大学見学を実施。また、夏休みにオープンキャン

パスへ参加することを推奨することにより、進路についての学習

を行う。

・全校生徒、保護者の希望者に、「夢ナビONLINEライブ」へ参加す

ることを推奨することで、最先端の大学教育や学問への関心を高

めるための有効な時間とする。

・キャリアサポートセンターを活用し、就職指導や面接指導を実施

する。

・常葉大学との効果的な連携についての研究を継続して行い、大学

や地域との活動の中で生徒の探究的な学習の在り方について研修

を行う。10月に「総合的な探究の時間」において2年生が常葉大

学に行き、大学生に対して発表及び意見交換を行う。

国際理解の推進 ・タイ王国シリントン学校との交流を2005年から続けている。タイ

王国へ代表生徒10名、教員２名の派遣を８月に予定していたが、

国際情勢のため、12月に延期して実施した（予定）。

・４月～７月に２名（アメリカ合衆国、アイスランド）、９月～12

月に１名（インドネシア）の留学生を受け入れた。

・1年生を対象にした夏休みの「国際交流レポート」の最優秀賞・

優秀賞・佳作を選出し、浜北国際交流協会会長より表彰をしてい

ただく。

・台湾のFongshan Vocational High School（鳳山商工）とオンラ

イン交流会を実施した。

規範意識、マナーの向

上と基本的な生活習慣

の確立

・１年生に対する初期指導を校内で実施し、構成的グループエンカ

ウンター等を行った。

・学年の生徒指導課を中心に全教員で頭髪服装指導を行うとともに、

生徒指導課と学年主任で毎日遅刻指導を行っている。

・「ネット依存対策プログラム」を外部法人の指導の下、年間を通

して実施している。

部活動やボランティア

活動を通した人格の形

成

・１部活動１ボランティア(１交流)を目標に、多くの部活動で積極

的にボランティアや外部との交流活動を行っている。

教育相談体制の充実 ・教員による面談やスクールカウンセラーによる教育相談を実施す

る。
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５ 教職員について

（1） 異動状況

（2） 現員数 （令和７年９月30日現在）

校
　
長

教
　
頭

教
　
諭

養
護
教
諭

小
　
計

主
　
査

小
　
計

転　出　者 1 1 2 4 1 1 5 0 5

退　職　者 1 1 0 1 2 1 8 2 13 14

再　任　用
（転出・退職）

6 1 7 0 7 0 7

転　入　者 1 1 1 1 2 0 2

新　任　者 1 1 1 3 0 3 2 7 2 1 12 15

再　任　用
（新任・転入）

7 1 8 0 8 0 8

差 引 増 減 0 0 0 0 0 0 0 0 0 △ 1 △ 1 0 1 △ 1 △ 1

教  育  職  員

本　務　職　員

本
　
務
　
計

行政職員
　　　　職名

　区分

合
　
　
　
　
計

臨時・会計年度任用職員

臨
時
的
任
用
職
員

非
常
勤
嘱
託
員

臨
　
時
　
計

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

非
常
勤
講
師

非
常
勤
労
務
職
員

校
　
長

副
校
長

教
　
頭

教
　
諭

養
護
教
諭

実
習
助
手

小
　
計

事
務
長

主
　
査

主
　
任

小
　
計

男 1 1 26 1 29 1 1 30 7 2 5 14 44

女 1 22 1 24 1 2 1 4 28 2 1 1 1 5 33

計 1 1 1 48 1 1 53 1 3 1 5 58 2 7 2 1 1 6 19 77

※再任用 教諭・養護教諭：週38時間45分 ２人、19時間25分 ５人、19時間10分　１人

臨
　
時
　
計

合
　
　
　
　
計

臨時・会計年度任用職員
　職名

 区分

本　務　職　員

行政職員
本
　
務
　
計

教 育 職 員 臨
時
的
任
用
職
員

非
常
勤
労
務
職
員

外
国
語
指
導
講
師

学
校
医
等

非
常
勤
講
師

非
常
勤
嘱
託
員
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（3）健康管理について

（4）教職員の研修について

○令和６年度

令和６年度 令和７年度

回 月 議 題 回 月 議 題

１ ４
活動計画検討、職場環境について

健康管理医による情報提供、職場巡視
１ ４
活動計画検討、職場環境について

健康管理医による情報提供、職場巡視

２ ５
職員健康診断、ムカデ駆除について

健康管理医による職場巡視の報告
２ ５
職員健康診断について

健康管理医による職場巡視の報告

３ ６
職員健診について

休養室の網戸設置について
３ ６
職員健診について（受診日、問診票、要

精密検査・要再検査等）

４ ７
職員健康づくり講座の内容検討

健康管理医による職場巡視及び報告
４ ７
職員健康づくり講座の内容検討

健康管理医による職場巡視及び報告

５ ８
新設トイレの内装等について

職員室冷蔵庫や教材室の整理について
５ ８
職員健康づくり講座について

麻しん（はしか）について

６ ９
職員健康づくり講座について

健康管理医による職場巡視及び報告
６ ９
職員休養室のカーテン取替について

健康管理医による職場巡視及び報告

７ 10
職員健康づくり講座の実施

職員トイレについて
７ 10
職員健康づくり講座の実施

インフルエンザ予防接種助成について

８ 11
職員健康診断の事後措置状況について

健康管理医による職場巡視及び報告
８ 11
職員健康診断の事後措置状況について

健康管理医による職場巡視及び報告

９ 12
職員健康づくり支援事業について

加湿器の設置
９ 12 加湿器の設置

10 １
令和７年度職員健康診断申込について

健康管理医による職場巡視及び報告
10 １
令和８年度職員健康診断申込について

健康管理医による職場巡視及び報告

11 ２
令和６年度職員健康診断結果報告

健康管理医による情報提供、職場巡視
11 ２
令和７年度職員健康診断結果報告

健康管理医による情報提供、職場巡視

12 ３
健康管理医による職場巡視の報告

令和６年度の反省と令和７年度の計画
12 ３
健康管理医による職場巡視の報告

令和７年度の反省と令和８年度の計画

区分 研修の目的
研修内容

(参加者・教科等）
成果と課題

県

教

育

委

員

会

等

「新しい高等学

校教員の年次別

研修」の開始によ

り、グローバル化

の進展や絶え間

ない技術革新に

よる社会の急激

な変化に対応で

きる、実践的指導

力の向上を図る。

初任者研修（教諭１

人（情報科））、２

年次研修（教諭２人

（国語・保健体育科

））、３年次研修（

教諭１人（地歴公民

科））、６年次研修

（教諭２人（理科・

体育科））、中堅教

諭等資質向上研修

Ⅰ期（教諭１人（数

学科））

研修計画に従って、校内研修・校外研修などに意欲的

に取り組み、指導力の向上に努めている。教育公務員

としての自覚と、教員としての教養を高め、向上心を

もって取り組んでいる。

各教科の実践的

指導力の向上を

図る。

高等学校支援課定

期訪問

９月18日の定期訪問において、地歴公民科１人、英語

科２人の教員の研究授業を実施した。

また、全教員を対象とした校内研修において指導を受

けた。
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○令和７年度

６ 防災対策について

○令和６年度

校

内

「チャレンジ授

業を通した授業

力の向上―探究

の時間の授業改

善」を展開するた

め教授技術の向

上を図る。

研究授業や相互の授

業参観、報告会

チャレンジ授業（少なくとも１回）、授業参観（担当

教科以外の授業を含め２回）を12月までに全職員が実

施した。緊張感を持って授業に取り組み、さらなる授

業力向上の機会となった。

校内研修会の実施 「総合的な探究の時間の充実」をテーマに、校内研修

を年２回（５月と９月）行った。全教員で目線合わせ

を行うことで、全校の探究活動が円滑化した。

区分 研修の目的
研修内容

(参加者・教科等）
成果と課題

県

教

育

委

員

会

等

「新しい高等学

校教員の年次別

研修」の開始によ

り、グローバル化

の進展や絶え間

ない技術革新に

よる社会の急激

な変化に対応で

きる、実践的指導

力の向上を図る。

初任者研修（教諭１

人（国語科））、２

年次研修（教諭１人

（情報科））、３年

次研修（教諭２人（

国語・体育科））、

７年次研修（教諭２

人（体育・英語科）

、中堅教諭等資質向

上研修Ⅱ期（教諭１

人（数学科））

研修計画に従って、校内研修・校外研修などに意欲的

に取り組み、指導力の向上に努めている。教育公務員

としての自覚と、教員としての教養を高め、向上心を

もって取り組んでいる。

各教科の実践的

指導力の向上を

図る。

高等学校支援課定

期訪問

９月17日の定期訪問において、家庭科１人、情報科１

人の教員の研究授業を実施した。教科外の教員も多数

教科別研修に参加し、授業改善の良い機会となった。

校

内

「チャレンジ授

業を通した授業

力の向上―探究

の時間の授業改

善」を展開するた

め教授技術の向

上を図る。

研究授業や相互の授

業参観、報告会

チャレンジ授業（少なくとも１回）、授業参観（担当

教科以外の授業を含め２回）を12月までに全職員が実

施している。ＩＣＴ等新たな挑戦を行う機会として、

また他教員の授業を参観・研修する場として、大変有

効である。授業後に互いに感想を述べあうなど、授業

の向上につながっている。

校内研修会の実施 ロイロノートを活用し、「効果的なＩＣＴ活用による

授業改善」をテーマに、校内研修を２回（５月と９月

）行った。ＩＣＴを取り入れることにより、個人の思

考整理や、集団での意見共有、協働学習の切り替えが

スムーズに行えるようになり、授業改善が進んだ。

指導目標 取組内容 成果と課題

大規模地震等に対する

防災能力の向上を図る

ため実践的な防災訓練

を実施する。

校内防災訓練では、地元消防署と

連携し防災に対する意識の高揚

を図った。

第１回防災訓練では、教室からグラウンド

への避難経路の確認を行った。

第２回防災訓練では、地震による火災発生

を想定した避難訓練を実施する予定であっ

たが雨天のため中止した。第３回防災訓練

では、各学年でテーマを設定した防災訓練

を実施した。(１・２年生）
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○令和７年度

７ 学校開放について

令和６年度、７年度実績なし

高校生が地域防災の担

い手としての役割を果

たせるよう、地域と連

携しながら、防災体制

の充実を図る。

１・２学期から地域防災訓練につ

いて周知を図り、参加率の向上に

努めた。

地域防災訓練への参加を呼びかけるととも

に、12月の地域防災訓練に参加するよう指

導し防災訓練への参加率の向上に努めた。

旧浜北区の県立学校と区役所、地

元自治会の防災担当者による「防

災教育推進のための連絡会議」を

実施し、高校生が地域防災におい

て果たすべき役割について確認

した。

11月27日に浜北西高校で実施した。

防災訓練項目 実施日 実 施 内 容

第１回校内防災訓練 ４月11日 避難経路の確認と避難訓練

防災班編成訓練 ５月８日 集団下校のための防災班を編成

第２回校内防災訓練 10月８日 地震による火災発生を想定した避難、避難経路の確認(雨天中止)

第３回校内防災訓練 ３月17日 各学年での防災訓練（１・２年生）

指導目標 取組内容 成果と課題

大規模地震等に対する

防災能力の向上を図る

ため実践的な防災訓練

を実施する。

校内防災訓練では、地元消防署と

連携し防災に対する意識の高揚

を図った。

第１回防災訓練では、教室からグラウンド

への避難経路の確認を行った。

第２回防災訓練では、地震による火災発生

を想定した避難訓練を実施する。授業終了

時に地震発生を想定し、体育館避難後ＨＲ

ごとに集合した。

第３回防災訓練では、各学年でテーマを設

定した防災訓練を実施する。(１・２年生）

高校生が地域防災の担

い手としての役割を果

たせるよう、地域と連

携しながら、防災体制

の充実を図る。

１・２学期から地域防災訓練につ

いて周知を図り、参加率の向上に

努める。

地域防災訓練への参加を呼びかけるととも

に、12月の地域防災訓練に参加するよう指

導し防災訓練への参加率の向上に努める。

旧浜北区の県立学校と区役所、地

元自治会の防災担当者による「防

災教育推進のための連絡会議」を

実施し、高校生が地域防災におい

て果たすべき役割について確認

する。

12月９日に浜北特別支援学校で実施を予定

している。

防災訓練項目 実施日 実 施 内 容

第１回校内防災訓練 ４月10日 避難経路の確認と避難訓練

防災班編成訓練 ５月７日 集団下校のための防災班を編成

第２回校内防災訓練 10月７日 地震による火災発生を想定した避難、避難経路の確認

第３回校内防災訓練 ３月17日 各学年での防災訓練（１・２年生）
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事務執行の根拠法令調

項 目 根 拠 法 令

１ 学校教育に関す

ること

２ 学校の管理・運

営に関すること

○教育基本法（第１条、第２条）

○学校教育法（第１条、第２条、第３条、第 50 条、第 51 条、第 52

条、第 60 条）

○学校教育法施行規則

○学校保健安全法（第５条）

○静岡県立学校設置条例

○静岡県立高等学校学則

○高等学校学習指導要領

○理科教育振興法（第 11 条）

○理科教育振興法施行令

○学校教育法（第 137 条）

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（第 33 条）

○静岡県立学校管理規則

○教育公務員特例法（第 21 条、第 22 条）

○学校保健安全法（第 15 条、第 27 条）

○静岡県立学校職員安全衛生管理規程

○静岡県立学校の施設等の開放に関する要綱

○学校図書館法（第３条、第４条）

○静岡県立学校処務規程

○静岡県立学校の授業料等の徴収に関する条例

○静岡県立学校授業料等徴収規則

○高等学校等就学支援金の支給に関する法律

○静岡県高等学校等奨学給付金交付要綱

○静岡県手数料徴収条例

○静岡県情報公開条例施行規則

○独立行政法人日本スポーツ振興センター法（第 16 条、第 17 条）

○社会教育法（第 43 条、第 45 条、第 47 条）
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学 校 施 設 の 概 要

１ 面積及び所有区分

（令和７年９月 30日現在）

区 分 面 積

㎡

所 有 内 訳

摘 要県 有

㎡

国有

㎡

市町村

有 ㎡

後援会有

㎡

民有

㎡

学 校 敷 地 48,567.41 48,567.41

内

訳

校 舎 敷 地 11,398.67 11,398.67

運 動 場 敷 地 35,113.81 35,113.81

その他の敷地 2,054.93 2,054.93

校 舎
建 2,355.81

延 7,963.86

2,355.81

7,963.86

体 育 館
建 2,043.90

延 2,798.66

1,427.71

2,182.47

616.19

616.19

そ の 他 の 建 物
建 1,356.97

延 1,910.80

1,152.76

1,706.59

204.21

204.21

プ ー ル １個 １個
25m

8 ｺｰｽ

職 員 住 宅 ２４戸 ２４戸
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２ 配置・規模等

(1) 校舎等の配置図

(2) 学校施設の規模等（法面・演習林等を除く）

区 分 学校敷地面積 校舎延面積 運動場面積

当 校 48,567.41 ㎡ 7,963.86 ㎡ 35,113.81 ㎡

県 平 均 45,574.48 ㎡ 9,782.41 ㎡ 22,506.84 ㎡
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（令和７年９月30日現在）

学科別　

　区分 定 員 男 子 女 子 計

240 114 131 245 

増 加

減 少

114 131 245 

280 141 146 287 

増 加

減 少 2 2 4 

139 144 283 

増 加 1 1 

減 少 2 2 

139 143 282 

280 145 131 276 

増 加

減 少 3 1 4 

142 130 272 

増 加

減 少 3 3 

142 127 269 

増 加

減 少

142 127 269 

800 395 401 796 

在 籍 生 徒 調

全 日 制 普 通 科

入 学 者

現 在

入 学 者

２ 年 時 当 初

現 在

入 学 者

２ 年 時 当 初

３ 年 時 当 初

現 在

合 計

学年

１年

２年

３年
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男 139 （ 0 ） 157 （ 0 ） 145 （ 0 ） 143 （ 0 ） 115 （ 0 ）

女 142 （ 0 ） 126 （ 0 ） 132 （ 0 ） 150 （ 0 ） 132 （ 0 ）

計(C) 281 （ 0 ） 283 （ 0 ） 277 （ 0 ） 293 （ 0 ） 247 （ 0 ）

男 139 （ 0 ） 157 （ 0 ） 145 （ 0 ） 143 （ 0 ） 114 （ 0 ）

女 142 （ 0 ） 124 （ 0 ） 132 （ 0 ） 149 （ 0 ） 132 （ 0 ）

計(D) 281 （ 0 ） 281 （ 0 ） 277 （ 0 ） 292 （ 0 ） 246 （ 0 ）

男 138 （ 0 ） 157 （ 0 ） 145 （ 0 ） 141 （ 0 ） 114 （ 0 ）

女 142 （ 0 ） 124 （ 0 ） 131 （ 0 ） 146 （ 0 ） 131 （ 0 ）

計(E) 280 （ 0 ） 281 （ 0 ） 276 （ 0 ） 287 （ 0 ） 245 （ 0 ）

男

女

計(F)

入 学 志 願 者 及 び 入 学 者 数 調

区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

学 科 別 普通科 普通科 普通科 普通科 普通科

生徒定員（A) 280 280 280 280 240 

募集者数（B) 280 280 280 280 240 

志願倍率（C）/(B) 1.00 1.01 0.99 1.05 1.03 

受検倍率（D）/(B) 1.00 1.00 0.99 1.04 1.03 

138 157 145 141 114 

142 124 131 146 131 

280 281 276 287 245 

充足率(F)/（A) 1.00 1.00 0.99 1.03 1.02 

志願者数

受検者数

合格者数

入学者数
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１　進路状況

（ ） （ ） （ ）

２　求人状況

３　資格取得状況 （令和６年度）

卒 業 生 の 動 向 調

学 科 別 全 日 制 普 通 科

年 度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

卒 業 生 徒 数 283 272 279

（進学志願者） 253 243 262

大 学 ・ 短 大 143 156 170

専修・各種学校等 100 80 87

小 計 243 236 257

就 職 者 30 29 15

自 営 者 0 0 0

進 学 準 備 者 10 6 5

そ の 他 0 1 2

合 計 283 272 279

区 分 令和４年度 令和５年度 令和６年度

就職希望者数 30 29 17

求 人 数 95 121 98

求 人 倍 率 3.2 4.2 5.8

学科別 普通科

卒業生徒数 279 

実用英語技能検定　２級 3 

実用英語技能検定　準２級 6 

日本漢字能力検定　２級 2 

硬筆書写技能検定　２級 2 

硬筆書写技能検定　３級 5 

家庭科保育技術検定　４級 14 

静岡県青少年指導者初級 12 

合計 44 

進
学
者

内

訳
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１　生徒の出身地域及び通学方法

（1）出身地 （令和７年９月30日現在）（単位：人）

浜松市 磐田市 その他 合計

（2）通学方法 （令和７年９月30日現在）（単位：人）

２　部（クラブ）の加入状況 （令和７年９月30日現在）（単位：人）

生 徒 の 状 況

市 町 名

生 徒 数 787 8 1 796

構成比％ 98.9% 1.0% 0.1% 100%

区 分 徒歩 自転車 バス その他 合計

生 徒 数 6 779 1 10 796

構成比％ 0.8% 97.9% 0.1% 1.2% 100%

区 分 運動部 文化部 未加入者 計

部（クラブ）数 12 13 25

１年 91 23 0 114 

２年 91 48 0 139 

３年 103 39 0 142 

計（Ａ) 285 110 0 395 

構成比 72.2% 27.8% 0% 100%

１年 47 84 0 131 

２年 62 81 0 143 

３年 50 77 0 127 

計（Ｂ) 159 242 0 401 

構成比 39.8% 60.2% 0% 100%

（Ａ+Ｂ) 444 352 0 796 

構成比 55.8% 44.2% 0% 100%

男子

女子

合計
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　（全日制）

（令和６年度）

人 円 人 円 人 円 人 円 円 ％ 円 円 Ａ．期首収納権利発生額 ＝

（ × 円× 3 月）

Ｂ．収納権利増減（▲）額＝

3年 ：認定 ▲ 1

45 1,336,500 40 1,188,000 55 1,633,500 1 × 円× 2 月＝ 円

1 9,900

Ａ．期首収納権利発生額 ＝

（ × 円× 5 月）

Ｂ．収納権利増減（▲）額＝

1年 ：認定 ▲ 1

1 × 円× 2 月＝ 円

Ａ．期首収納権利発生額 ＝

（ × 円× 4 月）

Ｂ．収納権利増減（▲）額＝

161 6,534,000 128 5,108,400 170 6,722,100 459 18,364,500 18,047,700 98.3 316,800 0 Ｄ.

令和７年度中収納なし

授 業 料 収 納 状 況 調

調定の状況 収 納 の 状 況

1年 2年 3年 計 納期内収納額

4,187,700円

141人 9,900

▲ 19,800円

〈内訳〉

4月18日：

9,900 ▲ 19,800

7,920,000円

160人 9,900

▲ 19,800円

〈内訳〉

9月25日：

9,900 ▲ 19,800

6,296,400円

159人 9,900

0円

合
計

収納必要額＝ 18,364,500円

期
別
月
別

異動者等の状況納期後
収納額

収入
未済額人

員
調定額

人
員
調定額

人
員
調定額

人
員
調定額 収納率

4

5

6

7 141 4,167,900 4,078,800 97.9 89,100

8 0 89,100 0

計 45 1,336,500 40 1,188,000 56 1,643,400 141 4,167,900 4,078,800 97.9 89,100 0 Ｃ. 収納必要額Ａ±Ｂ ＝ 4,167,900円

7

8

9

10 59 2,920,500 44 2,178,000 57 2,821,500 160 7,920,000 7,771,500 98.1 148,500

11 ▲ 1 ▲ 19,800 ▲ 1 ▲ 19,800 ▲ 19,800 148,500 0

計 58 2,900,700 44 2,178,000 57 2,821,500 159 7,900,200 7,751,700 98.1 148,500 0 Ｃ. 収納必要額Ａ±Ｂ ＝ 7,900,200円

12

1 58 2,296,800 44 1,742,400 57 2,257,200 159 6,296,400 6,217,200 98.7 79,200

2 79,200 0

3

計 58 2,296,800 44 1,742,400 57 2,257,200 159 6,296,400 6,217,200 98.7 79,200 0 Ｃ. 収納必要額Ａ±Ｂ ＝ 6,296,400円

一

期

二

期

三

期

26



令和６年度
令和７年度

（令和７年９月30日現在）
件　　数 件　　数

入学検定料 248 0

県収入証紙により徴収した使用料及び手数料調

区　　分
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預 金 調

（令和７年９月 30 日現在）

金融機関名 預金種類 口座番号 口座名義人 残高(円) 概 要

静岡銀行

小松支店

無利息型

普通預金
0060320

静岡県立浜北西高等学校

資金前渡者 校長 野澤 博文
0
給与、賞与、

年末調整還付金

静岡銀行

小松支店

無利息型

普通預金
0329119

(自振口)静岡県立浜北西高等学校

資金前渡者 校長 野澤 博文
0
水道料、電話料、

後納郵便料金、社会保険料

残高合計 0
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枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額

郵券 10円券 46 460 100 1,000 104 1,040 42 420 0 0 20 200 22 220 文書発送用

郵券 26円券 0 0 7 182 7 182 0 0 0 0 0 0 0 0 文書発送用

郵券 84円券 49 4,116 0 0 49 4,116 0 0 0 0 0 0 0 0 文書発送用

郵券 100円券 41 4,100 60 6,000 64 6,400 37 3,700 0 0 21 2,100 16 1,600 文書発送用

郵券 140円券 0 0 20 2,800 11 1,540 9 1,260 0 0 9 1,260 0 0 文書発送用

計 8,676 9,982 13,278 5,380 0 3,560 1,820

郵 券 等 受 払 調

（令和７年９月30日現在）

（単位：枚、円）

令和６年度 令和７年度

繰　越 受　入 払　出 繰　越 受　入 払　出 差引現在高区分 種類 摘　要

29



材 料 品 受 払 調

（令和７年９月30日現在）

区分

品名

令 和 ６ 年 度 令 和 ７ 年 度

摘 要繰 越 受 入 払 出 繰 越 受 入 払 出 差引現在高

数量 金 額 数量 金 額 数量 金 額 数量 金 額 数量 金 額 数量 金 額 数量 金 額

CPU（Corei5） 0 0 2 66,000 2 66,000 0 0 パソコン製作用

CPUクーラー 0 0 2 14,960 2 14,960 0 0 パソコン製作用

マザーボード 0 0 2 30,800 2 30,800 0 0 パソコン製作用

SSD 0 0 2 25,300 2 25,300 0 0 パソコン製作用

メモリ

（16GB2枚組）
0 0 2 30,800 2 30,800 0 0 パソコン製作用

PCケース 0 0 2 14,740 2 14,740 0 0 パソコン製作用

電源 0 0 2 17,600 2 17,600 0 0 パソコン製作用

CPUクーラー 0 0 3 22,440 3 22,440 0 0 パソコン製作用

マザーボード 0 0 3 69,300 3 69,300 0 0 パソコン製作用

CPU（Corei７） 0 0 3 184,800 3 184,800 0 0 パソコン製作用

GPU（８G０C） 0 0 3 184,800 3 184,800 0 0 パソコン製作用

SSD 0 0 3 34,650 3 34,650 0 0 パソコン製作用

メモリ

（16GB2枚組）
0 0 3 46,200 3 46,200 0 0 パソコン製作用

PCケース 0 0 3 29,040 3 29,040 0 0 パソコン製作用

電源 0 0 3 49,500 3 49,500 0 0 パソコン製作用

計 0 0 38 820,930 38 820,930 0 0
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左のうち、５年度
からの繰越額分

一般会計 教育費 教育委員会費 教育管理費 0 4,738,800

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 141,700 504,900

一般会計 教育費 学校教育費 高校教育費 141,700 327,800

計 3,223,000 5,571,500 0

（14）工事請負費 一般会計 教育費 教育委員会費 教育管理費 1,166,000

計 1,334,300 1,166,000 0

（16）公有財産
　　　購入費

0

計 0 0 0

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 870,650

一般会計 教育費 高等学校費 高校教育費 2,179,408

計 462,000 3,050,058 0

（18）負担金、補助
　　　及び交付金

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 81,013,800

計 82,075,300 81,013,800 0

（21）補償、補填
　　　及び賠償金

0

計 0 0 0

（令和７年９月30日現在）

うち、６年度
からの繰越額分

一般会計 教育費 教育委員会費 教育管理費 0 0

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 88,000 0

計 88,000 0

（14）工事請負費 一般会計 教育費 教育委員会費 教育管理費 0 0

計 0 0

（16）公有財産
　　　購入費

0 0

計 0 0

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 173,800 0

一般会計 教育費 学校教育費 高校教育費 0 0

計 173,800 0

（18）負担金、補助
　　　及び交付金

一般会計 教育費 高等学校費 高等学校管理費 19,199,200 0

計 19,199,200 0

（21）補償、補填
　　　及び賠償金

0 0

計 0 0

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

執 行 済 額 （ 円 ）

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

執 行 済 額 （ 円 ）

節 名 会計 款 項 目
令和５年度 令和６年度

（12）委託料

（17）備品購入費

節 名 会計 款 項 目

（12）委託料

（17）備品購入費
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委 託 料 に 関 す る 調
（令和６年度）

整

理

番

号

委 託
業務名

受託者
当 初
設 計
金 額

契 約 金 額
契約

締結

方法

契 約
期 間

支 出
年月日

金 額
委託業務
の内容

摘要
当初額

変 更

増減額 計

１

（事務関係）

日管㈱

円 円 円 円

随契

６.６.24

～

７.３.31

6.12.26

円 ガスヒートポ

ンプ点検

ガスヒートポ

ンプ6台

室内機48台

随契1号

（少額）

普通教室ガ

スヒートポ

ンプ点検業

務委託

396,000 396,000 0 396,000 396,000

２
産業廃棄物

収集運搬処

分業務委託

㈱環吉

運搬料

8,800

処分料

39,600

運搬料

8,800

処分料

39,600

0

運搬料

8,800

処分料

39,600

随契

６.10.21

～

７.３.31

7. 3.18 48,400

産廃収集運搬

処分

3㎥コンテナ

設置

随契1号

（少額）

３
PCB含有調

査業務委託

富士通

クオリ

ティ・

ラボ・

環境セ

ンター

㈱

60,500 60,500 0 60,500 随契

６.11.１

～
７.２.28

7. 1. 9 60,500

ＰＣＢ含有調

査

コンデンサ2

台

随契1号

（少額）

４
産業廃棄物

収集運搬処

分業務委託

㈱環吉 330,000

運搬料

184,800

処分料

143,000

0

運搬料

184,800

処分料

143,000

随契

６.11.１

～

７.３.31

7. 2.14 327,800

産廃収集運搬

処分

14㎥

語学演習機

随契1号

（少額）

５

建築基準法

第12条定

期点検業務

委託

㈲山口

一級建

築士事

務所

4,453,900 2,200,000 0 2,200,000 一般

６.11.22

～

７.３.24

7. 3.21 2,200,000
定期点検

（年１回）

浜松東高校

浜松工業高校

浜松城北工業高校

浜名高校

浜松湖北高校

浜松視覚特支

浜松聴覚特支

浜北特支

浜松特支城北分校

西部特支

浜松みをつくし特支

６
産業廃棄物

収集運搬処

分業務委託

㈱環吉 63,800

運搬料

11,000

処分料

52,800

0

運搬料

11,000

処分料

52,800

随契

６.12.２

～

７.３.31

7. 3.18 63,800

産廃収集運搬

処分

4㎥コンテナ

設置

随契1号

（少額）

事務関係

計
６件 5,352,600 3,096,500 0 3,096,500 3,096,500

１

（工事関係）

教職員住宅

A,B棟用地

測量業務委

託

不二総

合コン

サルタ

ント㈱

2,607,000 2,475,000 0 2,475,000 一般

６.９.10

～

７.３.14

7. 4. 9 2,475,000

教職員住宅

境界測量

2,300㎡

協議書作成

工事関係

計
1件 2,607,000 2,475,000 0 2,475,000 2,475,000

合計 ７件 7,959,600 5,571,500 0 5,571,500 5,571,500
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委 託 料 に 関 す る 調
（令和６年度）

整

理

番

号

委 託
業務名

受託者
当 初
設 計
金 額

契 約 金 額
契約

締結

方法

契 約
期 間

支 出

年月日

金 額 委託業務
の内容

摘要
当初額

変 更
増減額

計

参

考

１

自家用電気

工作物保安

管理業務委

託

遠鉄ア

シスト

㈱

4,755,960 356,741 5,112,701

６.４.１

～

７.３.31

電気工作物

保守点検

(１月１回)

年次点検１回

浜松城北

工業高校

参

考

２

消防用設備

等保守点検

業務委託

静岡県

消防設

備保守

点検業

協同組

合

18,810,000 △16,500 18,793,500

６.４.１

～

７.３.31

消防用設備

保守点検

(年２回)

浜松湖北

高校

参

考

３

汚水処理施

設・浄化槽

保守点検業

務委託

管理事

業(有)
3,524,400 0 3,524,400

６.４.１

～

７.３.31

浄化槽保守

管理

（週１回）

新居高校

参

考

４

可燃物収集

運搬処分業

務委託

(有)大

野商会

運搬料

3,410円/回

処分料

14.3円/㎏

0

運搬料

3,410円/回

処分料

14.3円/㎏

６.４.１
～

７.３.31

可燃物収集

運搬

(4～7月、

9～3月：毎日

8月：月水金)

単価契約

浜北特支

参

考

５

プール浄化

装置保守点

検業務委託

清化工

業㈱
998,800 △17,050 981,750

６.４.８

～

６.12.27

プール浄化

装置保守

点検

（年２回）

浜松東高校

参

考

６

警備業務委

託

セコム

㈱
10,164,000 0 10,164,000

元.10.１

～

６.９.30

警備業務

（毎日）

元長期

浜松工業高校

参

考

７

警備業務委

託

セコム

㈱
14,256,000 0 14,256,000

６.10.１

～

11.９.30

警備業務

（毎日）

６長期

浜松工業高校

計 ７件
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委 託 料 に 関 す る 調
（令和７年度）

（令和７年９月30日）

整

理

番

号

委 託
業務名

受託者
当 初
設 計
金 額

契 約 金 額
契約

締結

方法

契 約
期 間

支 出

年月日
金 額

委託業務の
内容

摘要
当初額
変 更
増減額

計

１

（事務関係）

㈱太洋

サービ

ス

円 円 円 円

随契

７.６.２

～

７.12．26

７.8.15

円

理科実験廃液

運搬処分

５品目

随契1号

（少額）

産業廃棄

物収集運

搬処分業

務委託

運搬料

44,000

処分料

44,000

運搬料

44,000

処分料

44,000

0

運搬料

44,000

処分料

44,000

88,000

２

普通教室

ガスヒー

トポンプ

点検業務

委託

日管㈱ 396,000 396,000 0 396,000 随契

７.６.１

～

８.３.31

ガスヒート

ポンプ点検

ガスヒート

ポンプ6台

室内機48台

随契1号

（少額）

３

産業廃棄

物収集運

搬処分業

務委託

㈱環吉

運搬料

8,800

処分料

39,600

運搬料

8,800

処分料

39,600

0

運搬料

8,800

処分料

39,600

随契

７.６.２
～

８.３.31

産廃収集運搬

処分

3㎥コンテナ

設置

随契1号

（少額）

合計 ３件 532,400 532,400 0 532,400 88,000

参

考

１

自家用電気

工作物保安

管理業務委

託

遠鉄ア

シスト

㈱

5,212,680 0 5,212,680

７.４.１

～

８.３.31

電気工作物

保守点検

(１月１回)

年次点検１回

浜松城北

工業高校

参

考

２

消防用設備

等保守点検

業務委託

静岡県

消防設

備保守

点検業

協同組

合

19,250,000 0 19,250,000

７.４.１

～

８.３.31

消防用設備

保守点検

(年２回)

浜松湖北

高校

参

考

３

汚水処理施

設・浄化槽

保守点検業

務委託

管理事

業(有)
3,916,770 0 3,916,770

７.４.１

～

８.３.31

浄化槽保守

管理

（週１回）

新居高校

参

考

４

可燃物収集

運搬処分業

務委託

(有)大

野商会

運搬料

3,630円/回

処分料

14.3円/㎏

0

運搬料

3,630円/回

処分料

14.3円/㎏

７.４.１

～

８.３.31

可燃物収集運搬

(4～7月、

9～3月：毎日

8月：月水金)

単価契約

浜北特支

参

考

５

プール浄化

装置保守点

検業務委託

清化工

業㈱
995,500 △37,400 958,100

７.４.10

～

７.12.26

プール浄化装

置保守点検

（年２回）

浜松東高校

参

考

６

警備業務委

託

セコム

㈱
14,256,000 0 14,256,000

６.10.１

～

11.９.30

警備業務

（毎日）

６長期

浜松工業高校

計 ６件
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負 担 金 支 出 調

（令和６年度）

整理
番号
負担金名 交 付 先 負 担 根 拠 事 業 内 容 負担金額 支出年月日

１

全国高等学校長協

会総会・研究協議会

参加費

全国高等学校長協会 開催通知 全国高等学校長協会総

会・研究協議会参加

円

4,000 ６．５．14

２

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第１期分１

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる
19,800 ６. ６．28

３

東海四県高等学校

長生徒指導連絡協

議会参加費

東海四県高等学校長

生徒指導連絡協議会

開催通知 東海四県高等学校長生

徒指導連絡協議会参加 2,000 ６. ７. 12

４

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第１期分696

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる 20,671,200 ６. ７．31

５

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第１期分１

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる 19,800 ６. ７．31

６

全国普通科高等学

校長会総会・研究協

議会参加費

全国普通科高等学校

長会

開催通知 全国普通科高等学校長

会総会・研究協議会参

加

6,000 ６．８．19

７

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第２期分677

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる 33,511,500 ６．10．31

８

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第２期分１

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる △9,900 ６．11．14

９

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第２期分１

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる 19,800 ６．11．15

10

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第３期分676

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる 26,769,600 ７．１．31

計 10件 81,013,800
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負 担 金 支 出 調

（令和７年度）

（令和７年９月30日現在）

整理
番号
負担金名 交 付 先 負 担 根 拠 事 業 内 容 負担金額 支出年月日

１

全国高等学校長協

会総会・研究協議会

参加費

全国高等学校長協会 開催通知 全国高等学校長協会総

会・研究協議会参加

円

4,000 ７．５．２

２

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第１期分１

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる
19,800 ７. ６．30

３

東海地区学校図書

館研究大会参加費

東海地区学校図書館

研究大会運営委員会

開催通知 東海地区学校図書館研

究大会参加 3,000 ７. ７. 18

４

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第１期分645

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる 19,156,500 ７. ７．31

５

全国普通科高等学

校長会総会・研究協

議会参加費

全国普通科高等学校

長会

開催通知 全国普通科高等学校長

会総会・研究協議会参

加

6,000 ７．８．15

６

高等学校等

就学支援金

全日制高等学校

授業料(第２期分１

名分）

高等学校等就学支

援金の支給に関す

る法律

高等学校に在籍する生

徒の授業料に充てる 9,900 ７．９．19

計 ６件 19,199,200
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建 築 工

整

理

番

号

予算科目 工 事 名 工事箇所
当 初

設計金額

契 約 金

当 初 額 変更増減額

１ 教育管理費
令和６年度静岡県立浜北西高

等学校本館１階事務室エアコ

ン更新工事

浜松市浜名

区新原地内

円

1,265,000

円

1,166,000

円

0

合 計 １件 1,265,000 1,166,000 0

整

理

番

号

予算科目 工 事 名 工事箇所
当 初

設計金額

契 約 金

当 初 額 変更増減額

参考

１
教育管理費

令和６年度浜北西高等学校校

舎棟トイレ改修工事（建築）

浜松市浜名

区新原地内

円

29,161,000

円

28,710,000

円

1,100,000

参考

２
教育管理費

令和６年度浜北西高等学校校

舎棟トイレ改修工事（機械設

備）

浜松市浜名

区新原地内
15,191,000 14,520,000 △330,000

合 計 ２件 44,352,000 43,230,000 770,000
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事 調
（令和６年度）

（令和６年度）

額 契約

締結

方法

受 注 者
着 手

完成(予定)

年 月 日
支出済額 工 事 概 要

公有

財産

台帳

摘 要
計

円

1,166,000
随契

株式会社

森本電気工業

社

R7.1.20

～

R7.3.27

円

1,166,000

本館１階事務室内エアコ

ン更新
済

令達6.12.12

随契１号

（少額）

支払7.4.14

1,166,000 1,166,000

額 契約

締結

方法

受 注 者
着 手

完成(予定)

年 月 日
支出済額 工 事 概 要

公有

財産

台帳

摘 要
計

円

29,810,000 指名
常盤工業株式

会社

R6.7.25

～

R6.12.6

円

29,810,000

校舎１階来賓トイレ洋式

化・乾式化・多目的トイ

レ、校舎2階職員トイレ

の洋式化・乾式化の建築

工事

－

交通基盤部

建築管理局

建築工事課

14,190,000 指名
亜興配管工事

株式会社

R6.7.4

～

R6.12.6

14,190,000

校舎１階来賓トイレ洋式

化・乾式化・多目的トイ

レ、校舎2階職員トイレ

の洋式化・乾式化の設備

工事

－

交通基盤部

建築管理局

設備課

44,000,000 44,000,000
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建 築 工

整

理

番

号

予算科目 工 事 名 工事箇所
当 初

設計金額

契 約 金

当 初 額 変更増減額

１ 教育管理費
令和７年度静岡県立浜北西高

等学校本館屋外空調盤PAC-1

更新工事

浜松市浜名

区新原地内

円

627,000

円

561,000

円

0

２ 教育管理費
令和７年度静岡県立浜北西高

等学校本館５階大講義室避難

器具更新工事

浜松市浜名

区新原地内
1,166,000 1,166,000 0

合 計 ２件 1,793,000 1,727,000 0

整

理

番

号

予算科目 工 事 名 工事箇所
当 初

設計金額

契 約 金

当 初 額 変更増減額

参考

１
教育管理費

令和７年度浜北西高等学校教

職員住宅Ａ棟解体工事

浜松市浜名

区尾野地内

円

86,702,000

円

80,300,000

円

０

合 計 １件 86,702,000 80,300,000 ０
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事 調
（令和７年度）

（令和７年９月30日現在）

（令和７年度）

（令和７年９月30日現在）

額 契約

締結

方法

受 注 者
着 手

完成(予定)

年 月 日
支出済額 工 事 概 要

公有

財産

台帳

摘 要
計

円

561,000
随契

株式会社

木伏電気工業

所

R7.7.15

～

R7.11.28

円

0
本館屋外空調盤PAC-1更新 －

令達7.6.25

随契１号

（少額）

1,166,000 随契
西遠消防機具

株式会社

R7.9.17

～

R8.1.30

0
本館５階大講義室避難器

具（救助袋）更新
－
令達7.8.28

随契１号

（少額）

1,727,000 0

額 契約

締結

方法

受 注 者
着 手

完成(予定)

年 月 日
支出済額 工 事 概 要

公有

財産

台帳

摘 要
計

円

80,300,000 一般
とやま建材

株式会社

R7.9.16

～

R8.3.11

円

0 教職員住宅Ａ棟、付属建
物及び外構の解体

－
財務部

建築工事課

80,300,000 0
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公 有 財 産 調
（令和６年度）

区 分

６年３月 31 日現在 増 減 ７年３月 31 日現在

摘要数量又は

面 積

台 帳

価 格

数量又は

面 積

台 帳

価 格

数量又は

面 積

台 帳

価 格

数量又は

面 積

台 帳

価 格

行政財産
千円

1,299,256

千円 千円

41,258

千円

1,257,998

土 地
㎡

48,567.41 1,167,578

㎡

48,567.41 1,167,578

立木竹
本

145 6,176

本

145 6,176

建 物
4,936.28 ㎡

11,852.92 ㎡ 106,625 37,222

4,936.28 ㎡

11,852.92 ㎡ 69,403

工作物
個

74 18,877 4,036

個

74 14,841

普通財産
291,477 10,791 280,686

土 地
㎡

2,341.03 109,025

㎡

2,341.03 109,025

建 物
678.99 ㎡

1,659.78 ㎡ 182,452 10,791

678.99 ㎡

1,659.78 ㎡ 171,661

工作物
個

8 0

個

8 0

公有財産に

準ずるもの 393 393

電 話

加入権

件

5 393

件

5 393
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公 有 財 産 調
（令和７年度）

（令和７年９月 30 日現在）

区 分

７年３月 31 日現在 増 減 ７年９月 30 日現在

摘要数量又は

面 積

台 帳

価 格

数量又は

面 積

台 帳

価 格

数量又は

面 積

台 帳

価 格

数量又は

面 積

台 帳

価 格

行政財産
千円

1,257,998

千円

1,129

千円 千円

1,259,127

土 地
㎡

48,567.41 1,167,578

㎡

48,567.41 1,167,578

立木竹
本

145 6,176

本

145 6,176

建 物
4,936.28 ㎡

11,852.92 ㎡ 69,403

4,936.28 ㎡

11,852.92 ㎡ 69,403

工作物
個

74 14,841 １ 1,129

個

75 15,970

普通財産
280,686 280,686

土 地
㎡

2,341.03 109,025

㎡

2,341.03 109,025

建 物
678.99 ㎡

1,659.78 ㎡ 171,661

678.99 ㎡

1,659.78 ㎡ 171,661

工作物
個

8 0

個

8 0

公有財産に

準ずるもの 393 393

電 話

加入権

件

5 393

件

5 393
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借 地 借 家 等 調
（令和７年９月 30 日現在）

整

理

番

号

区 分 種 別 所在地

地 目
数量又

は面積

借 料
契 約

期 間

所有者又は

契約者氏名
用 途

台帳 現況
単価 年額

１ 土 地 水路敷地
浜松市
浜名区新原
4279-24

河川敷
橋梁設置

㎡
35.90

円 円 3. 4. 1

～

8. 3.31
浜松市長

橋梁 2 箇
所 (占用
許可)免除

計 35.90 0

２ 建 物 事務所建
浜松市
浜名区新原
4175-1

鉄骨鉄筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ
1階 1部分

㎡
586.98

586.98

無償
７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

体育館ﾄ
ﾚｰﾆﾝｸﾞ室

３ 建 物 事務所建
浜松市
浜名区新原
4175-1

鉄骨鉄筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ
2階 1部分

29.21

29.21
無償
７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

体育館
管理室

４ 建 物 雑屋建
浜松市
浜名区新原
4175-1

軽量鉄骨
・鉄板葺
平屋建

26.38

26.38
無償
７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
ＰＴＡ会長

部 室

５ 建 物 雑屋建
浜松市
浜名区新原
4175-1

重量鉄骨
・平屋建

67.12

67.12
無償
７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

部 室

６ 建 物 雑屋建
浜松市
浜名区新原
4175-1

重量鉄骨
・平屋建

110.71

110.71
無償
７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

弓道場

計
820.40

820.40
0

７ 工作物 雑工作物
浜松市
浜名区新原
4175-2

鉄筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ

個
1 無償

７. 4. 1

～
８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

庭 球
練習板

８ 工作物 雑工作物
浜松市
浜名区新原
4175-1

鉄骨
・鉄板葺

個
2 無償

７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

雨天
ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ
練習場

９ 工作物 雑工作物
浜松市
浜名区新原
4175-1

鉄柱
個
2 無償

７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
同窓会長

時計塔

10 工作物 雑工作物
浜松市
浜名区新原
4175-1

鉄柱
個
2 無償

７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
同窓会長

照明灯

11 工作物 雑工作物
浜松市
浜名区新原
4175-1

鉄骨
個
1 無償

７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

SBO 点灯
表示盤

12 工作物 雑工作物
浜松市
浜名区新原
4175-1

石碑
個
1 無償

７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

20 周年
記念碑

13 工作物 雑工作物
浜松市
浜名区新原
4175-1

石碑
個
1 無償

７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

部活動の
あゆみ
記念碑

14 工作物 雑工作物
浜松市
浜名区新原
4175-1

石碑
個
1 無償

７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
同窓会長

校訓石碑

15 工作物 雑工作物
浜松市
浜名区新原
4175-1

石碑
個
1 無償

７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
同窓会長

校歌石碑

16 工作物 冷暖房装
置

浜松市
浜名区新原
4175-1

個
1 4,917,987

6. 7. 1

～

19. 6.30

NTT・TC リース株式会社
静岡支店

特別教室
空調

計 13 個 4,917,987
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行政財産貸付・使用許可調
（令和７年９月 30日現在）

普通財産・借受財産等貸付調
（令和７年９月 30日現在）

整

理

番

号

区分 種 別 所 在 地
地 目 数量又

は面積

貸付料又は

使 用 料
貸付又は

使用許可

期 間

貸付又は使用許可を

受けた者の氏名

貸付･使用

許可目的
台帳 現況 単価 年額

１ 土地 学校敷地
浜松市浜名区新原
4175-1、4175-2

学校
用地
学校
敷地

本
７ 1,500 10,500

７. 4. 1

～

12. 3.31

中部電力パワーグリッド
㈱浜北営業所
配電建設グループ長

電柱４本
支線３条

２ 土地 学校敷地
浜松市浜名区
新原 4175-1

学校
用地
学校
敷地

本
１ 1,500 1,500

5. 4. 1

～

10. 3.31

西日本電信電話(株)
静岡支店長 支線１条

３ 土地 学校敷地
浜松市浜名区
新原 4175-1

学校
用地
学校
敷地

㎡
1.60 免除

6. 4. 1

～

11. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長 記念碑

４ 土地 学校敷地
浜松市浜名区
新原 4175-1

学校
用地
学校
敷地

㎡
2.16 免除

6. 4. 1

～

11. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長 記念碑

５ 土地 学校敷地
浜松市浜名区
新原 4175-1

学校
用地
学校
敷地

㎡
0.45 免除

5. 4. 1

～

10. 3.31
浜松市長 道路照明灯

６ 土地 学校敷地
浜松市浜名区
新原 4175-1

学校
用地
学校
敷地

㎡
0.15 免除

5. 4. 1

～

10. 3.31
浜松市長 道路反射鏡

７ 土地 学校敷地
浜松市浜名区
新原 4175-2

学校
用地
学校
敷地

㎡
0.05 免除

5. 4. 1

～

10. 3.31
浜松市長 道路反射鏡

８ 土地 学校敷地
浜松市浜名区
新原 4175-1

学校
用地
学校
敷地

㎡
1.36 免除

6. 4. 1

～

11. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
同窓会長 校訓石碑

９ 土地 学校敷地
浜松市浜名区
新原 4175-1

学校
用地
学校
敷地

㎡
2.82 免除

6. 4. 1

～

11. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
同窓会長 校歌石碑

10 建物 事務所建
浜松市浜名区
新原 4175-1 校舎 ＲＣ建

㎡
29.86 免除

７. 4. 1

～

10. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長 購買室

11 建物 事務所建
浜松市浜名区
新原 4175-1 校舎 ＲＣ建

㎡
3.00 4,130

７. 4. 1

～

８. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
後援会長

自動販売機
3台

12 建物 事務所建
浜松市浜名区
新原 4175-1 校舎 ＲＣ建 ㎡9.9 免除

７. 5. 1
～

10. 3.31

静岡県立浜北西高等学校
ＰＴＡ会長

PTA 職員
執務場所

13 建物 事務所建
浜松市浜名区
新原 4175-1 校舎 ＲＣ建

㎡
4.00 1,106,600

5. 4. 1

～

8. 3.31

サントリービバレッジソ
リューション㈱

自動販売機
2台

合計 1,122,730

整
理
番
号

区分 種 別 所 在 地
地 目 数量又

は面積

貸付料又は

使 用 料
貸付又は

使用許可

期 間

貸付又は使用許可を

受けた者の氏名

貸付･使用

許可目的
台帳 現況 単価 年額

1 土地 宅地
浜松市浜名区

尾野 1011
宅地 宅地

本

３

円

1,500

円

4,500
6. 4. 1

～

9. 3.31

中部電力パワーグリッド
㈱浜北営業所
配電建設グループ長

電柱 2本

支柱 1本

合計 4,500
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職員公舎管理状況調
（令和７年９月 30日現在）

整
理
番
号

所 在 地 建築年月 構 造

管理戸

(室)数

（A）

入居戸

(室)数

（B）

Bの内

他事務

所職員

入居戸

(室)数

空家戸

(室)数

(A－B)

摘 要

１
浜松市浜名区

尾野 1011
Ｈ７・３

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

３階建

１棟 12戸建

１２ － － －
Ａ棟

令和 7年度解体工事

１２ ４ ３ ８

Ｂ棟

23. 5. 1～ 空家 1

27. 4. 1～ 空家 1

31. 4. 1～ 空家 1

３．3.30～ 空家 1

３．4. 1～ 空家 1

５．4．1～ 空家 2

７．5．1～ 空家 1

浜北西 １

浜松湖北 １

浜名 １

天竜 １

計 ２４ ４ ３ ８
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主 要 備 品 調
（令和７年９月 30 日現在）

整

理

番

号

区 分
品 名・規 格 利 用 状 況 購入年月 購入金額

大・中 小

1 ２－１
ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

(一式)

教育用ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ一式

教師機１台、生徒機 43 台
毎日(年間 150 日)

授業等に使用
令和２年１月

円

5,903,832

2 ３－３ プロジェクター
プロジェクター

24 組

毎日(年間 150 日)

授業等に使用
令和３年３月 5,610,000

3 ２－１
ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

(一式)
教育用ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ一式

生徒機 40 台

毎日(年間 150 日)

授業等に使用
令和３年３月 1,904,109

4 10－99 その他の教育用器具
ミキシングコンソール

エルモ

年間 50 時間

授業等に使用
昭和 56 年３月 1,140,000

5 10－12 ﾄ ﾚ ｰ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ 用 器具
ﾚｯｸﾞｶｰﾙ&ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝﾏｼﾝ

セノー ＢＡ2113

毎日(年間 180 日)

部活動等で使用
平成元年 12 月 1,107,250

6 10－12 ﾄ ﾚ ｰ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ 用 器具
ﾊﾞﾀﾌﾗｲ&ﾛｰｲﾝｸﾞﾏｼﾝ

セノー ＢＡ2413

毎日(年間 180 日)

部活動等で使用
平成元年 12 月 952,750

7 10－７ 鍵 盤 楽 器
グランドピアノ

ヤマハ Ｃ3

毎日(年間 150 日)

部活動等で使用
昭和 57 年１月 859,000

8 10－７ 鍵 盤 楽 器
グランドピアノ

ヤマハ Ｇ-5Ｅ

毎日(年間 150 日)

授業等に使用
昭和 54 年３月 800,000

9 10－６ 教 育 調 理 器 具 教師用調理台
年間 45 時間

授業等に使用
平成 10 年９月 682,500

10 10－６ 教 育 調 理 器 具 生徒用調理台（10 台）
年間 45 時間

授業等に使用
平成 10 年９月

(１台)

651,000

11 10－７ 管 楽 器
オーボエ

ヤマハ ＹＯＢ－831

毎日(年間 180 日)

部活動等で使用
平成 16 年３月 565,023

12 10－12 サ ッ カ ー 用 器 具
サッカーゴール

エバニュー ＫＥ733

毎日(年間 180 日)

部活動等で使用
平成 11 年 1 月 546,000

13 ３－２ 顕 微 鏡
顕微鏡

島津 ＣＣＤＳ５０

毎日(年間 180 日)

部活動等で使用
平成９年２月 533,000

14 ２－１ その他の情報処理機器
平成 28 年度校内ＬＡＮ

サーバー等

毎日(年間 240 日)

管理用
平成 29 年３月 475,956

15 10－５ 生 物 用 器 具
人体解剖模型（男子）

ヤガミ ＡＮ－１３０Ａ

年間 45 時間

授業等に使用
平成 15 年２月 462,000

16 １－７ 製 本 機
丁合機

専用台付

毎日（年間 240 日）

配布資料作成用
平成 24 年２月 451,500

17 １－４ 金 庫 耐火両開式
毎日（年間 365 日）

公印、郵券保管
平成 9年 2月 441,149

18 ５－８ 重 量 測 量 機 器
重量測量機器

島津 直示天秤

年間 10 時間

授業時に使用
昭和56年11月 405,000

19 ２－２ 放 送 装 置
放送装置

松下 ＷＬ－ＳＡ１１

毎日（年間 240 日）

管理用
平成16年12月 399,000

20 10‐07 管 楽 器
チューバ

ヤマハ ＹＢＢ３２１

毎日(年間 180 日)

部活動等で使用
平成 11 年１月 394,000
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生産物受払調

（令和７年９月 30 日現在）

品 名

（単位）

区 分

パーソナルコンピューター

（GPUなしCPUi5）

パーソナルコンピューター

（GPUありCPUi7）
計

令和5

年度

ａ

令和6

年度

ｂ

監査調

書作成

日現在

差

b-a

令和5

年度

ａ

令和6

年度

ｂ

監査調

書作成

日現在

差

b-a

令和5

年度

ａ

令和6

年度

ｂ

監査調

書作成

日現在

差

b-a

全体の生産母体の単位

を次の中から選択又は

適宜記入する。（ア）

面積（ha、ａ、㎡、

反、等）

数量（個、鉢、本、

頭、匹、羽、ﾊﾟｯｸ、

等）

長さ（ｍ、等）

重さ（ｔ、kg、等）等

台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

受

高

前年度繰越高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本年度生産高

（イ）

0 0 2 0 0 0 3 0 0 0 5 0

計
0 0 2 0 0 0 3 0 0 0 5 0

単位数量（イ／ア） 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台 台

同前年比（％）

（b-a）/a×100
0 0 0

払

高

売 払 数 量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

売 払 金 額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

非売品

数 量

分 類 換
0 0 2 0 0 0 3 0 0 0 5 0

管 理 換

そ の 他

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計
0 0 2 0 0 0 3 0 0 0 5 0

残高又は繰越数量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

摘 要
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職 員 調
（令和７年９月 30 日現在）

整理

番号
職 名 氏 名 事務分担 住 所 勤務年数 摘 要

１ 校 長 野澤 博文 □□□
年

□
月

□ □□□

２ 副校長 小室 桜子 □□□ □ □ □□□

３ 教 頭 榎本 好孝 保健体育 □□□ □ □ □□□

４ 事務長 中村 明江 事務総括 □□□ □ □ □□□

５ 教 諭 稲垣 和義 国語 □□□ □ □ □□□

６ 〃 宮本 克彦 保健体育 □□□ □ □ □□□

７ 〃 齋藤 洋一郎 英語 □□□ □ □ □□□

８ 〃 奥出 茂雄 数学 □□□ □ □ □□□

９ 〃 天野 妙子 英語 □□□ □ □ □□□

１０ 〃 神谷 晃尚 保健体育 □□□ □ □ □□□

１１ 〃 野村 里司 数学 □□□ □ □ □□□

１２ 〃 大場 保幸 理科 □□□ □ □ □□□

１３ 〃 宮澤 和美 理科 □□□ □ □ □□□

１４ 〃 藤下 秀尚 英語 □□□ □ □ □□□ 

１５ 〃 塚 博 康 英語 □□□ □ □ □□□ 

１６ 〃 芥 川 広 国語 □□□ □ □ □□□ 

１７ 〃 向中野 幸恵 英語 □□□ □ □ □□□ 

１８ 〃 本 淳子 家庭 □□□ □ □ □□□ 

１９ 〃 太 田 仁 書道 □□□ □ □ □□□ 

２０ 〃 生熊 雅人 数学 □□□ □ □ □□□ 

２１ 〃 井上 智明 地歴・公民 □□□ □ □ □□□ 

２２ 〃 大井 恵美 英語 □□□ □ □ □□□ 

２３ 〃 山本 直子 英語 □□□ □ □ □□□ 

２４ 〃 平野 直子 数学 □□□ □ □ □□□ 

２５ 〃 渡邊 智子 英語 □□□ □ □ □□□ 

２６ 〃 猿田 雅之 数学 □□□ □ □ □□□ 

２７ 〃 後藤 直美 英語 □□□ □ □ □□□ 

２８ 〃 村松 隆利 数学 □□□ □ □ □□□ 

２９ 〃 中園 亮平 地歴・公民 □□□ □ □ □□□ 

３０ 〃 小木 智子 理科 □□□ □ □ □□□ 

３１ 〃 川島 健史 保健体育 □□□ □ □ □□□ 

３２ 〃 後藤 潤一 保健体育 □□□ □ □ □□□ 

48



整理

番号
職 名 氏 名 事務分担 住 所 勤務年数 摘 要

３３ 教 諭 伊藤 貴能 保健体育 □□□
年

□
月

□
□□□

３４ 〃 北野 典子 英語 □□□ □ □ □□□

３５ 〃 渡 瀬 公 理科 □□□ □ □ □□□

３６ 〃 菅川 浩樹 地歴・公民 □□□ □ □ □□□

３７ 〃 鈴 木 琢 地歴・公民 □□□ □ □ □□□

３８ 〃 岩下 直子 数学 □□□ □ □ □□□

３９ 〃 嶋田 佳世 地歴・公民 □□□ □ □ □□□

４０ 〃 谷口 弥生 国語 □□□ □ □ □□□

４１ 〃 岩崎 春奈 地歴・公民 □□□ □ □ □□□

４２ 〃 鈴木 優花 国語 □□□ □ □ □□□

４３ 〃 本多 絢乃 国語 □□□ □ □ □□□

４４ 〃 久保田 夕葵 国語 □□□ □ □ □□□

４５ 〃 巻幡 壮志 保健体育 □□□ □ □ □□□

４６ 〃 成島 江利奈 理科 □□□ □ □ □□□

４７ 〃 池野 宏樹 英語 □□□ □ □ □□□

４８ 〃 田中 隆寛 地歴・公民 □□□ □ □ □□□

４９ 〃 佐久間 桃香 保健体育 □□□ □ □ □□□

５０ 〃 鈴木 歩未也 国語 □□□ □ □ □□□

５１ 〃 原 弘 忠 情報 □□□ □ □ □□□

５２ 〃 多家 千織 国語 □□□ □ □ □□□

５３ 養護教諭 福 澤 文子 養護 □□□ □ □ □□□

５４ 実習助手 池ヶ谷 太郎 理科 □□□ □ □ □□□

５５ 主 査 山下 浩治 管財・会計 □□□ □ □ □□□

５６ 〃 本間 奈帆子 会計 □□□ □ □ □□□

５７ 〃 内藤 由衣希 人事・給与 □□□ □ □ □□□

５８ 主 任 福元 美紗子 庶務・会計 □□□ □ □ □□□

平 均 年 数 ４ ２
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臨時・会計年度任用職員
整理

番号
職 名 氏 名 事務分担 住 所 勤務年数 摘 要

１ 教 諭 大杉 絵美 国語 □□□
年

□
月

□ □□□

２ 〃 田中 菜乃子 理科 □□□ □ □ □□□

３ 非常勤講師 野崎 仲生 地歴・公民 □□□ □ □ □□□

４ 〃 池沼 成夫 理科 □□□ □ □ □□□

５ 〃 清水 基次 英語 □□□ □ □ □□□

６ 〃 小柴 博嗣 美術 □□□ □ □ □□□

７ 〃 河野 聖之 音楽 □□□ □ □ □□□

８ 〃 大場 直樹 理科 □□□ □ □ □□□

９ 〃 前原 一郎 国語 □□□ □ □ □□□

１０
非 常 勤

労務職員 太田 雄二 環境整備
□□□ □ □ □□□

１１ 〃 鈴木 久仁昭 環境整備 □□□ □ □ □□□

１２
非 常 勤

嘱 託 員 鈴木 唯奈 事務補助
□□□ □ □ □□□

１３
外 国 語

指 導 講 師 Maya Kanetake 英語
□□□ □ □ □□□

１４
健康管理医

廣 建志
産業医 □□□ □ □ □□□

学校医 内科 □□□ □ □ □□□

１５ 〃 池谷 真苗 内科 □□□ □ □ □□□

１６ 〃 月 花 環 眼科 □□□ □ □ □□□

１７ 〃 大嶋 吾郎 耳鼻科 □□□ □ □ □□□

１８ 学校歯科医 石川 惠一 歯科 □□□ □ □ □□□

１９ 学校薬剤師 松本 政典 環境衛生 □□□ □ □ □□□
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職 員 の 年 齢 調
（令和７年９月 30 日現在）

健 康 管 理

１ 令和６年度受診状況

２ 令和７年度在籍者の健康管理区分結果

年 齢 人 員 摘 要

２０歳未満 ０ 人

２０歳以上３０歳未満 ５

３０歳以上４０歳未満 １１

４０歳以上５０歳未満 １１

５０歳以上５６歳未満 ９

５６歳以上６１歳未満 １４

６１歳以上 ８ 再任用職員 ８人

計 ５８ 平均年齢４８.３歳

健 康 管 理 区 分 人数 (1)管理区分Ａ～Ｃ２該当者に

対する措置状況
Ａ 休養のため必要な期間、勤務を休止させる。 0 人

Ｂ１ 勤務時間を短縮し、時間外、休日、宿日
直勤務及び長期又は遠方への出張をさ

ける。また、必要に応じ勤務場所、勤務

内容の変更を行う。

要 治 療 0 人

Ｂ２ 要経過観察 0 人

Ｃ１
勤務をほぼ平常に行ってよいが症状に

よっては、時間外、休日、宿日直勤務及

び長期又は遠方への出張等勤務に制限

を加える必要がある。

要 治 療 0 人

Ｃ２ 要経過観察 0 人 (2)未区分の理由
ア産 休 ･ 育 休

イ新 規 採 用

ウ自己都合による未受診

エそ の 他

0 人

2 人

0 人

0 人

Ｄ１

平常の勤務でよい。

要 治 療 1( 1)人

Ｄ２ 要経過観察 11( 5)人

Ｄ３ 医 療 不 要 44(27)人

区 分 者 計 56(33)人

未 区 分 者 数 2( 2)人

合 計 58(35)人

区 分 内 容 (1) 未受診の理由

受 診 状 況 受診者数 58 人
職 員 数 58 人

受 診 率 １００％

県 平 均 受 診 率 １００％
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